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本報告書は、大成建設グループのグループ理念やグループ行動指針に

そった企業活動について、ステークホルダーの方々にご理解いただくこと

を目的として発行しております。報告書は本編と別冊（データブック）で構成

されており、本編には主にCSRへの取り組み状況を掲載し、別冊には環境

データ、主要KPIほか数値情報を掲載しております。なお、紙面に掲載して

いない詳細情報等については、大成建設Webサイトに掲載しております。

編集方針

大成建設株式会社および主要グループ会社

対象組織

2012年度（2012年4月1日～2013年3月31日）

（一部当該年度以外の内容も掲載しております）

対象期間

▲

環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」

▲

ISO26000（組織の社会的責任に関する国際的ガイダンス）

参考ガイドライン

世界の代表的なSRIインデックスへ組み込まれています

2013年7月

発行
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　東日本大震災の発生から2年が経過し、1日も早い被災地の復興と、災害に強い国土

づくりが重要な課題となっています。いかにして安全で信頼性の高いインフラの整備を進

めていくのか。自然と共生する社会システムのあり方とは何か。災害に備え、あらゆる

リスクに負けない社会をどう実現していくのか。大成建設グループでは、こうした課題の

解決に向けて、グループ各社を挙げて取り組んでいます。

　私たちは「人がいきいきとする環境を創造する」というグループ理念を掲げ、その実

現のために、より高度な技術の追求や、環境への取り組みを通じて、持続可能な社会

発展への道筋を探ってきました。2013年、大成建設は創業140年を迎えます。あらた

めて建設業に課せられた社会的使命を強く認識し、これからも真摯な姿勢で、活力あ

ふれる社会の基盤づくりに取り組んでいきます。

大成建設株式会社　代表取締役社長

持続可能な社会を目指し
建設業としての使命をはたす

トップメッセージ
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会社概要

大成建設

本社・支店

営業所・海外現地法人
 台北営業所、  中東営業所（ドーハ／ドバイ）、  アメリカ営業所（カリフォルニア）、  クアラルンプール営業所、
 ジャカルタ営業所、  インド営業所、  パキスタン連絡所（イスラマバード）、  ベトナム連絡所（ハノイ／ホーチミン）、  ミャンマー連絡所、
 スリランカ連絡所（コロンボ）、  北アフリカ営業所（エジプト）、  タイ連絡所（バンコク）、  イスタンブール連絡所、
 ＰＰ大成インドネシア建設（インドネシア）、  大成タイランド（タイ）、  タスプラン（フィリピン）、  ビナタ・インターナショナル（ベトナム）、
 中建―大成建築有限責任公司（中国）、  大成フィリピン建設（フィリピン）、  インドタイセイ インダ デベロップメント（インドネシア）

国内ネットワーク 海外ネットワーク （2013年5月1日現在）

商 　 　 号 大成建設株式会社
（英文名：TAISEI CORPORATION）

設 　 　 立 1917（大正6）年12月28日

資 本 金 1,124億円

本 　 　 店 東京都新宿区西新宿一丁目25 番1号
新宿センタービル　

●営業所
●海外現地法人

●本社　●支店
●技術センター
 ・ 営業所43ヶ所

本 社 〒163-0606 東京都新宿区西新宿1-25-1（新宿センタービル） TEL.	03（3348）1111
東 京 支 店 〒163-6008 東京都新宿区西新宿6-8-1（新宿オークタワー） TEL.	03（3348）1111
関 西 支 店 〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場1-14-10 TEL.	06（6265）4504
名 古 屋 支 店 〒450-6047 愛知県名古屋市中村区名駅1-1-4（JRセントラルタワーズ） TEL.	052（562）7503
九 州 支 店 〒810-8511 福岡県福岡市中央区大手門1-1-7 TEL.	092（771）1112
札 幌 支 店 〒060-0061 北海道札幌市中央区南1条西1-4（大成札幌ビル） TEL.	011（241）1201
東 北 支 店 〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町3-1-1（仙台ファーストタワー12階） TEL.	022（225）7748
中 国 支 店 〒730-0041 広島県広島市中区小町2-30（第2有楽ビル） TEL.	082（242）5301
横 浜 支 店 〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-6-3（MMパークビル） TEL.	045（227）5900
北 信 越 支 店 〒950-8585 新潟県新潟市中央区八千代1-4-16 TEL.	025（247）1181
四 国 支 店 〒760-0019 香川県高松市サンポート2-1（高松シンボルタワー） TEL.	087（825）3400
千 葉 支 店 〒260-0028 千葉県千葉市中央区新町1000（センシティタワー17階） TEL.	043（243）1611
関 東 支 店 〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-16（シーノ大宮ノースウィング6階） TEL.	048（641）3211
神 戸 支 店 〒650-0011 兵庫県神戸市中央区下山手通3-12-1（トア山手プラザ4階） TEL.	078（332）5523
京 都 支 店 〒600-8009 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町79（ヤサカ四条烏丸ビル4階） TEL.	075（252）1131
国 際 支 店 〒163-0606 東京都新宿区西新宿1-25-1（新宿センタービル） TEL.	03（3348）1111
技 術 セ ン タ ー 〒245-0051 神奈川県横浜市戸塚区名瀬町344-1 TEL.	045（814）7224

代 表 者 代表取締役社長　山内 隆司

主な事業内容 土木事業、建築事業、開発事業　他

従 業 員 数
（2013年3月31日現在）

7,945名　
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大成建設組織図 （2013年4月1日現在） 大成建設グループ

連結財務ハイライト

本社の機構 主なグループ会社

事業本部・支店の機構

エンジニアリング本部

監査役

支店

国際支店

設備本部

建築本部

設計本部

土木本部

調達本部

営
業
総
本
部

※

※

社
　
　
　
　
長

建
築
総
本
部

ソリューション営業本部

営業推進本部

都市開発本部

建築営業本部（第一）

建築営業本部（第二）

建築営業本部（第三）

医療福祉営業本部（第四）

土木営業本部

西日本営業本部

東日本復興本部

社長室

安全本部

環境本部

技術センター

原子力本部

管理本部

監査部

秘書部
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監査役業務部

建設関連事業
大成ロテック（株）
大成ユーレック（株）
大成設備（株）
大成建設ハウジング（株）
成和リニューアルワークス（株）
（株）タイセイ総合研究所

不動産・開発事業
大成有楽不動産（株）
大成有楽不動産販売（株）
シンボルタワー開発（株）

その他の事業
北軽井沢開発（株）
（株）ホテルプリシード郡山　他

総資産� 15,430億円
純資産� 3,433億円

■経常利益

■総資産・純資産  （2013年3月31日現在）

■従業員数
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「グループ理念」・「大成
スピリット」・「グループ 
行動指針」等を象徴的に 
一言で表現したスローガ
ン。

大成建設グループのCSR

CSRの推進体制

大成建設グループは、「グループ理念＝人がいきいきとする環境を創造する」を目指すため、全役職員が「大成スピリット」を共有し、

“経営計画系”（TAISEI VISION・中期経営計画）と“行動指針系”（グループ行動指針）を実施しながら事業を推進することで、「グルー

プ理念」の実現を目指しています。

大成建設グループでは、CSR活動を推進するため、CSR

委員会を設置しています。

CSR委員会は、大成建設の取締役・執行役員6名で構成

されています。

CSR推進室は、CSRに関する教育・指導および各部門・

グループ会社との意見交換などを実施し、グループのCSR活

動を推進しています。

グループが共有する理念と価値観をもってCSRを推進

取締役会

CSR推進室

グループ会社各部門

CSR委員会

“経営計画系”
TAISEI VISION 2020
●	 大成建設グループが目指す姿（長期ビジョン）

中期経営計画
●	 将来の持続的発展に向けた基盤の構築

基本方針
●	 建設業の社会的責任の遂行
●	 高付加価値化に向けた事業構造の確立

P7参照

“行動指針系”
グループ行動指針
●	 組織としての行動の“基本原則”および“大成建設グルー
プの役職員等が積極的に実践すべき、または厳守すべき
行動・判断基準”
個別方針

P6参照

大成スピリット

グループ行動指針
行動指針系

中期経営計画
経営計画系

グループ理念

グループ理念

人がいきいきとする環境を創造する
●	 グループとして追求し続ける目的（目指す姿）

大成スピリット

●	「グループ理念」を追求・実現するために、大成建設グ
ループ全役職員が大切にする考え方

自由闊達 価値創造 伝統進化
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大成建設グループは、“行動指針系”における経営課題を実施するにあた

り、ISO26000を参考に課題・目標を整理しました。

さらに、目標を明確化するために、ＫＰＩを設定しました。ＰＤＣＡ（計画・実施・

評価・改善）サイクルを繰り返すことで、ＣＳＲ活動を展開しています。２０１２

年度の課題・目標の取り組みは、下記の通りです。

CSR活動の展開

ＰＤＣＡサイクル

ISO26000 主な課題・目標 ２０１2年度の主な取り組み項目 主なＫＰＩ ※（別冊ＤＡＴＡ BOOKに掲載） 分野

環境 環境経営の推進
（大成アジェンダ2012の達成）

低炭素社会の実現への貢献 建物運用段階のCO2予測排出量削減率※（●）
施工段階のCO2排出量削減率（●）

環
境

省エネルギーの推進 電力使用量削減率（○）
3Ｒ活動の推進
グリーン調達の推進

建設廃棄物リサイクル率（★）
グリーン調達率（●）

建設廃棄物の適正管理 電子マニフェスト普及率（★）
環境配慮技術の提供 環境技術開発・適用ＰＪのメディア発表件数（○）

お客様への施設の省エネルギー改善提案件数（○）
総合的な環境活動 環境関連教育の受講率（●）

消費者課題 品質の確保とお客様満足度の向上 品質管理の基準・手順の周知と徹底 お客様満足度調査（★）

社
会

社会的課題の解決に向けた技術開発・提供 特許出願件数／特許取得件数（●）
技術開発・適用ＰＪのメディア発表件数（●）

コミュニティ参画・
開発

地域社会への貢献 社会貢献活動の推進 環境社会貢献活動件数（●）
社員ボランティアの拡大（被災地支援活動等） 社員ボランティア参加人数（●）

人権・
労働慣行

人権の尊重 人権啓発活動 人権研修受講率（●）
働きやすい職場づくり ダイバーシティの推進

ワーク・ライフ・バランスの支援
女性リーダー育成研修受講者数／
女性管理職者数／女性役職者数／
障害者雇用率／再雇用者数（●）
育児関連休暇取得者数（●）
休暇取得率（●）
ジョブリターン登録者数（●）

社員のキャリア形成の支援 人材育成の推進 一人当り研修時間（●）
海外作業所等研修生数（●）
海外研究機関等研修生数（●）

労働慣行 労働安全衛生管理の徹底、
安全衛生環境協力会との連携

TAISEI OHSMSの
継続的な実践と改善

死亡災害件数／度数率（●）
災害度数率（○）
労働災害発生件数（○）

公正な
事業慣行

コンプライアンスの推進 コンプライアンス研修の継続的実施 コンプライアンス研修受講率（★）
専門工事業者に対する
コンプライアンス研修の実施支店数（●）

ガ
バ
ナ
ン
ス

サプライチェーンマネジメント CSR調達の推進 （2013年度設定予定）
知的財産の保全と管理・活用 知的財産リスクマネジメントの取り組み 知的財産権に関する研修数（●）
情報セキュリティ対策 情報の保護と管理 重大な情報セキュリティ事故件数（●）

情報セキュリティ全社教育実施回数（●）
組織統治 コーポレート・ガバナンス、内部統制 グループ理念体系の浸透・定着 グループ理念体系eラーニングの実施率（●）

リスクマネジメント ＢＣＰへの取り組み 大規模災害対策訓練参加率（●）
ステークホルダーとの対話・情報開示 ステークホルダーとの対話の推進 ダイアログ等の開催数（●）

詳細はTAISEI
CORPORATE
REPORT2013
DATA BOOK
p3〜6に掲載

・環境
・消費者課題
・コミュニティ参画・開発
・人権・労働慣行
・労働慣行
・公正な事業慣行
・組織統治

企業の持続的発展

CheckDo

ActPlan

行動指針系

Act（改善）
● CSR活動の課題・目標に対応する改善点と次
年度課題・目標の設定

Plan（計画）
経営計画系	 ● 中期経営計画
			   ● 主な課題・目標
行動指針系	 ● グループ行動指針
			   （CSR活動の基本的な考え方）

Do（実施）	
● 主な取り組み項目の推進

Check（評価）
● 大成アジェンダの実績値・達成度
● 主な取り組み項目、主なKPIの実績値・達成度

ISO26000 7つの中核主題

グループ行動指針

※ KPI：重要業績評価指数（Key Performance Indicator）　●：大成建設のＫＰＩ、○：グループ会社のＫＰＩ、★：大成建設とグループ会社のＫＰＩ
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売上高比率

持続可能な社会に向けて

TAISEI VISION 
2020

大成建設グループが
目指す姿

（長期ビジョン）

基本方針
１．	建設業の社会的責任の
	 遂行
２．	高付加価値化に向けた
	 事業構造の確立

経営課題
①	 建設事業　本業の強化
②	 社会基盤整備・震災復興へ

の貢献
③	 海外事業　収益構造の確立
④	 高付加価値分野への取り組

み強化・事業領域拡大
⑤	 強固な事業基盤の整備

中期経営計画

2012-2014の
取り組みテーマ

大成建設グループの経営計画と事業構成
社会的課題

9.4％

売上高比率

0.7％

※大成建設グループが認識している課題 ※売上高・従業員数は2013年3月末の実績

環境問題

大規模災害

省エネルギー・省CO2

社会インフラ

高い付加価値を生み出す新た
な事業構造を確立し、持続的
に発展する企業を目指す。

土木事業
売上高比率

25.3％

売上高 3,583億円

従業員（構成比） 3,773名（27.8％）

人びとの暮らしや産業を支え、
環境と調和し、次世代まで役立つ
社会インフラの構築。

建築事業
売上高比率

64.6％

従業員（構成比） 7,760名（57.2％）

売上高 9,154億円
空港・事務所・商業施設・工場・
病院施設等の構築、住宅事業、
解体・リニューアル事業等

安心・安全、低炭素・循環型社会に
対応する研究開発やエンジニアリング
技術を活かして建物や施設を構築。

開発事業

従業員（構成比） 1,889名（13.9％）

売上高 1,329億円
PFI 事業、再開発事業、土地活用、
プロパティーマネジメント、
マンション分譲事業等

多様な事業スキームに関して、
独自の手法とノウハウを駆使した
「都市の再生」計画を提案。

従業員（構成比）　147名（1.1％）

売上高 97億円
受託研究、技術提供、環境測定等
あらゆるフェーズで最適な
ソリューションを提供。

よりよい未来のために、
持続可能な社会づくりに貢献しています。

トンネル・橋梁・道路・ダム等の
構造物の構築、
除染事業、リニューアル事業等

その他の事業
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大成建設グループは、長期的には「TAISEI VISION 2020」中期的には「中期経営計画」を定め、高い付加価値を生
み出す新たな事業構造を確立し、持続的に発展する企業グループとなることを目指しています。その過程を通じて、大成建
設グループの技術・人材・ノウハウの活用により社会的課題の解決に向けて責任を果たし、持続可能な社会づくりに貢献し
ていきます。

大成建設グループの経営計画と事業構成 持続可能な社会づくりに貢献する取り組み

技
術
・
人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
で
新
た
な
価
値
を
創
造
し
ま
す

※売上高・従業員数は2013年3月末の実績

ボスポラス海峡横断鉄道
トンネル函体沈設

テコレップシステム
による解体

御茶ノ水ソラシティ

施設管理情報
「CAFM」等

首都高速中央環状品川線の
シールドマシン

不動産のサービスソリューション

新ドーハ国際空港

よりよい未来のために、
持続可能な社会づくりに貢献しています。

アジアとヨーロッパを結ぶ
「ボスポラス海峡横断鉄道トンネル」

●	慢性的な交通渋滞と深刻化する大気汚染
●	世界に挑む、大成建設の技術

特集1………………………………… P09

新しい街のランドマーク
「御茶ノ水ソラシティ」

●	街の玄関口の再生
●	環境配慮技術と歴史の継承

特集2………………………………… P13

「レジリエンス」の高い社会を目指して

●	災害リスクへの対応
●	事業継続を実現する多様なソリューション

特集3………………………………… P17

研究・開発への取り組み…………… P21

グループ会社の取り組み…………… P23
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東西文明の十字路として世界史を彩り、近年は急成長を遂げる新興経済国として注目されるトルコ共和国で

前例のない海底トンネル工事に挑んでいます。

オスマン帝国時代からの悲願といわれた「ボスポラス海峡横断鉄道トンネル」。

大成建設の巨大プロジェクトをご紹介します。

アジアとヨーロッパを結ぶ「ボスポラス海峡横断鉄道トンネル」

特集1　 

ボス
ポラ
ス海
峡

アイリリクズュシュメ駅

ウスクダル駅
ガラタ橋

シルケジ駅
聖ソフィア
ブルーモスク

イェニカプ駅

カズリチェシュメ駅

マルマラ海

第一ボスポラス橋

金角湾

旧市街

新市街
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渋滞を改善する新たな交通ルート計画

イスタンブールの文化と環境を守る

トルコ国民「１５０年の夢」の実現

ヨーロッパ、アジア、中東など多様な経済圏に近接するトルコ共和国は、国

際経済のハブとして存在感を高め、近年著しい経済成長を続け、今や7,5００

万人の人口を有しています。

トルコ最大の経済の中心都市イスタンブールを貫くボスポラス海峡は、アジ

ア側・ヨーロッパ側に街を二分しており、古くから交通の障害となってきまし

た。実は、海峡を横断する海底トンネルの構想は、オスマン帝国時代から存在

していました。現在、ボスポラス海峡は2本の吊り橋で結ばれていますが、慢

性的な交通渋滞と、それに伴う大気汚染が深刻化し、新たな交通ルートの確

保が喫緊の課題となり、環境負荷を抑えて大量輸送できる鉄道の開通が急が

れていました。

そこで、浮上してきたのが、海峡を横断する鉄道トンネルと地下鉄の整備計

画工事です。渋滞緩和などの環境改善だけではなく、歴史的な景観に配慮し、

横断橋ではなく、海底トンネルとなりました。また地震対策として、大成建設が

目指したのは、巨大な地震にもびくともしない「１００年トンネル」。当社が培っ

てきたトンネル工事の豊富な実績により、高度な技術的提案を行い、2004年

8月、現代技術の粋を集めて、世紀を超えた難事業への挑戦が始まりました。

ローマ、ビザンチン、オスマンと3つの大帝国の首都として栄えたイスタンブールは、歴史

的遺産の宝庫ともいうべき古都です。実際、本プロジェクトの地下鉄駅舎工事では、3つの

時代の遺跡群が発見されています。大規模な遺跡調査・発掘のために、プロジェクトの工期

は大幅に延長されましたが、トルコの貴重な文化遺産を守るべく、遺跡調査に協力しました。

２０１１年２月にヨーロッパとアジアを結ぶ陸地トンネルと海底トンネルの接続

が完了。貫通記念セレモニーが行われ、トルコ共和国のエルドアン首相から

1860年代の構想から150年後の夢の実現が誇らしげに謳われました。２０１３

年秋には、鉄道運転がいよいよ始動します。

1  ローマ帝国時代のヴァ
レンス水道橋　2  ビザン
チン 建 築 の 最 高 傑 作と 
いわれる聖ソフィア大聖堂 
3  イスタンブール市内の
様子

1 32
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大水深と早い潮流の海峡に沈埋工法で挑む
プロジェクトの最大のポイントは、海峡を横断する海底トンネル部分。ここでは、コンクリート製の函体を海底

に沈めて接合するという沈埋工法を採用しました。

ボスポラス海峡は、上層と下層で向きが変わる潮流で知られています。こうした厳しい自然条件の下、安全で

正確な施工をするために、1年間にわたり気象・海象のモニタリングを行い、日々の流速を予測するシステムを開

発。大成建設の技術センターで実験を繰り返して検討を重ね、世界最深度での沈埋トンネルを完成させました。

ボスポラス海峡横断鉄道トンネル建設工事の地下鉄道路線は、海峡を横断する約１.４kmの沈埋トンネ

ル、それにつながる約9.5kmのシールドトンネル（上下線２本）、さらに3つの地下駅と1つの地上駅を建

設する総延長13.6kmにわたる巨大プロジェクトです。

特集1　 

プロジェクト縦断面図

既設沈埋函

新設沈埋函

マルマラ海側

黒海側

沈設船

保留策

アクセスシャフト

ヨーロッパ側
イメージ図

アジア側

1

イェニカプ駅

7,108m

13,558m

5,063m

シルケジ駅

ボスポラス海峡

ウスクダル駅

ヨーロッパ側 アジア側

カズリチェシュメ駅

シールドトンネル

※上図１～５：シールドマシン

地上駅

橋梁

シールドトンネル シールドトンネル沈埋トンネル

最
深
部

約
60
m

開削部 開削部

通過 通過

開削部 橋梁開削駅

開削駅

山岳トンネル駅

盛土

開削トンネル

2,130m

1※

3,340m 4,610m

1
2
3

4
5

1,387m

沈埋函接合部2
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予測
フィード
バック

トルコ 日本

▲気象観測ポイント
□水位観測ポイント
●流速観測ポイント

工事関係者

トルコからの観測デー
タを解析し、潮流を
予測

●巨大で100年対応の沈埋函
最大長さ135m・高さ8.6m・幅15.3mという巨大な沈埋函は、水深６０ｍもの

水圧に耐えられる水密性を保持するために、高度な設計・製作が求められました。
また、函体は鉄筋コンクリート躯体の外側に防水鋼板を取り付けた構造で、水密
性・耐久性に秀でた100年対応のトンネルです。

●世界初のＲＣ沈埋函の洋上構築
沈埋函は、地上にて函体の下半分を構築し、洋上にて上半分を構築します。ト

ンネル本体を40ｋｍ離れたひとつひとつの設置場所まで船で曳航し、沈設してい
きました。

函体を沈設する作業船

ボスポラス海峡／トルコ

●高精度での潮流予報システム
独自開発した「潮流予報システム」は、複雑な流況を予測するオンライン予

測システムです。工事現場付近の気象・水位・流速をリアルタイムで観測し、解
析コンピューターによって沈設計画日での連続36時間の潮流予測を実現。安全
に沈設できるか判断し、作業を行いました。※左記イメージ図 1 参照

●市街地下でのトンネル工事
陸上でのトンネル建設には、シールド工法を採用しました。路線の

70％を占めるシールドトンネルは、ほぼ全域にわたって住宅密集地下を
通りますが、建物に影響を与えることなく堀り進めることができました。
シルケジ駅は超住宅密集地域下に建設されます。ここでは駅の構造が
複雑なため、NATM工法が採用されました。歴史的建物の取り壊しを最
小限にするため、2本の立坑だけを利用して地下に駅建設を行いました。

シールドトンネル、沈埋函接合部模式図

●異種トンネルの直接接合
世界初の挑戦となったのが、海中での沈埋トンネルとの直接接合です。先に沈設し

た海底トンネルと陸地との間を埋め立てた人工地盤に、陸地からシールドマシンで海底
トンネルとの接合部に向けて掘削していきます。許される誤差は１０cmレベル。高い精
度管理の下、シールドマシンが海底トンネルに到達後、特殊な止水技術を施します。
2011年2月、アジアとヨーロッパの2つの大陸をつなぐ13.6kmの鉄道トンネルが貫通
しました。※左記イメージ図 2 参照
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２０１３年４月、東京の新たなビジネスエリアへとかわりつつある御茶ノ水に、

新しいランドマークが誕生しました。

歴史と文化の街、古き良き街の情緒を大切に受け継ぎながら、

地域の課題を解決するとともに、

最高レベルの環境性能を実現した「御茶ノ水ソラシティ」。

地域に開かれた交流の場として期待される「御茶ノ水ソラシティ」。

最高レベルの環境性能を実現した再開発プロジェクトをご紹介します。

新しい街のランドマーク「御茶ノ水ソラシティ」

特集2　 

JR御茶ノ水駅
御茶ノ水ソラシティ

神田川

御茶ノ水駅

靖国通り

湯島聖堂

東京復活大聖堂
（ニコライ堂）

都営地下鉄新宿線

三井住友海上
駿河台ビル

聖橋

駅前広場 新設予定

新
御
茶
ノ
水
駅

明
大
通
り 外

堀
通
り

本
郷
通
り

東
京
メ
ト
ロ

丸
ノ
内
線

小川町駅
淡
路
町
駅

JR神田
万世橋ビル

WATERRAS
( ワテラス）

神田淡路町
二丁目ビル

三井住友海上
駿河台新館
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御茶ノ水ソラシティと市街地再開発事業（ワテラス）をつ
なぐ接続ブリッジ

JR御茶ノ水駅前に立つ御茶ノ水ソラシティ

東京メトロ新御茶ノ水駅バリアフリールート概念図

御茶ノ水ソラシティは、駅前に位置する再開発プロジェクトであることから「街の玄関口の再

生」をコンセプトとして計画され、ビジネスの拠点であるとともに、地域住民や街を訪れる方々

の交流の拠点となる街づくりを実現しました。

大成建設は、事業者の一員として企画段階からプロジェクトを推進し、地域の様々な関係者と

連携した都市機能整備や当社の技術を活かした環境対策などに取り組みました。

多様な交流から新たな文化が生み出される街へ

お茶の水という地域コミュニティの一員として、今回の竣工を大変喜ばしく感じております。

21世紀の街づくりは、都市機能のひとつとして交流の場が重視される時代です。お茶の水では、まさに学生か

ら年配の方まで様々な人が集まり、地域に開かれた交流の場が拡大しつつあります。多様な交流の中から、新しい

時代を開く情報や文化が生まれ、広く世の中に発信される。今、この地域ではそんな街づくりが始まっています。

御茶ノ水ソラシティがこの地域の、そして世界の交流拠点として発展していくことを期待しています。

神田駿河台地域まちづくり協議会座長 明治大学教授（元東京都副知事） 青山 佾 様

1  駅前に広がるのは、約
4,400m2のソラシティプラ
ザ　2  神田祭の様子　
3  地域の学生が集う芝生広場

1 32

ソラシティプラザ

東京メトロ新御茶ノ水駅のホーム行きエレベーターを敷地内に新設すること

でこれまで駅の構造上、実現が困難だったバリアフリールートを整備していま

す（2013年8月完成予定）。改札口からは、ソラシティプラザ（地下広場）

に直結しており、淡路町方面へのアクセスを大幅に改善しています。さらに改

札階から地上階までのエレベーター・エスカレーターとあわせて駅のバリアフ

リー化を実現しており、車椅子利用者やベビーカー利用者等の利便性が向上

しています。

東京メトロ新御茶ノ水駅直結・バリアフリーの実現

JR御茶ノ水駅を頂点とする周辺の地形には、大きな高低差があり、急な坂

道が数多くあります。そのためソラシティプラザ（地下広場）と隣接する市街

地再開発事業（ワテラス）をつなぐフラットな歩行者通路や接続ブリッジを整

備しました。それにより、地域の方々のJR御茶ノ水駅へのアクセスを大幅に

改善しました。様々な人が行き交う開放的な地下広場が、人と街をつないで

います。また、ソラシティプラザを支えるＰＣa柱は、ソラシティプラザの開放

感を確保するため、300N/mm2級の超高強度コンクリート（大成スーパーコ

ンクリート）を採用しています。(p21参照）

人と街をつなぐ、快適な歩行者ネットワークの創出
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最高レベルの環境性能と緑化

特集2　 

屋上緑化

高効率パッケージ型空調機

地下鉄湧出水の活用

既存杭の再利用
地上部の緑化

大容量の太陽光発電

Low-eガラス

1
3

2

縦フィンによる日射遮蔽

給水式保水性舗装

御茶ノ水ソラシティでは、様々な環境技術をバランスよく組み合わせることで、地域の環境に配慮し、

未利用・自然エネルギーや既存杭を積極的に活用することにも挑戦しました。また、１００年の時を超えて

なおこの地に残る石垣やレンガの保存・再利用など、街の記憶や歴史を受け継いでいます。

CASBEE（建築物環境総合性能評価システム）は最高レベルのSランクを取得予定。

東京都が指定するＰＡＬ削減率※１は約３５％、ＥＲＲ※２は約５８％を達成※３。東京都の基準で

はいずれも段階３の最高クラスを達成。南面へのコア配置や東西面縦型リブ、Low-eガラ

スの採用、事務所貸室部への全面的なＬＥＤ照明の採用により、優れた環境性能を備えて

います。これにより省エネルギー、CO2削減等の環境負荷低減と併せてランニングコストの

削減効果をもたらします。

御茶ノ水ソラシティでは、新たな緑の拠点として、地域に親しまれてきたケ

ヤキやクスノキを現地保存・移植保存するとともに、地上部の緑化や屋上緑化

などに取り組み、緑化率は全敷地の45％を達成しました。

※１ PAL：建築物の外壁・窓などを通して熱損失に関する指標
※２ ERR：設備全体における一次エネルギー消費量の低減率
※３ 値はいずれも事務所用途部分のもの

ケヤキやクスノキの現地保存

芝生広場越しにニコライ堂が見える
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地域の歴史や文化を発信

街づくりは地域との二人三脚

６年前、私たちの計画検討は、地域の街づくり協議会にお話を聞くことからスタートしました。地域の多くの方々

の街への想いと、大成建設の持つ都市開発ノウハウや建設・環境技術を融合させることで、新しい御茶ノ水駅前の

イメージが生まれてきました。オープン後のソラシティプラザは、ビジネスマン、学生そして家族やお年寄りが集う

広場。まさに「人がいきいきとする環境」を実現できました。御茶ノ水ソラシティが一つの核となり、今後、お茶

の水地域がさらに発展していくことを期待しています。

都市開発本部 開発事業部 プロジェクトリーダー  中村 正明

未利用資源の利用

地下鉄
湧出水

未利用エネルギーの利用

◎植栽への灌水 室内空調

水熱源
ヒートポンプ
熱交換器

◎給水式保水性舗装

◎建物内中水利用

地下鉄湧出水の活用

太陽電池一体型ルーバー

お茶ナビゲート

歴史案内サイン Gallery 蔵

歴史的資源の継承

ソラシティプラザに「お茶ナビゲート」が誕生しました。お茶の水界隈の歴史を古地

図と古写真などで時代ごとに紹介する「歴史ギャラリー」の他、街歩きスポットをデー

タベース化し、簡単にオリジナルの街歩きマップを作成できる「街歩きステーション」な

どがあり、お茶の水の歴史や文化を紹介しています。

御茶ノ水ソラシティが建つ地は、明治中期、三菱社二代目社長岩崎彌之助の邸宅が

あった場所です。敷地内に残っていた明治中期のレンガ擁壁はベンチや歴史案内サイ

ンとして再利用。軍艦山や淡路坂などの石垣も保存・再生し、この地の景観の記憶を

伝えています。

また、書籍商の蔵として1917年に完成し、「淡路町画廊」として地域住民やアーティ

ストに親しまれていた蔵を「Gallery 蔵」として移築・復元しました。

2 大容量の太陽光発電
建物の各階南面に設置した設備バルコニーの目隠しルーバーとして、太陽電池を組み

込んだ「太陽電池一体型ルーバー」を採用しています。都心部のオフィスでは、敷地

内や屋上に大規模な太陽光発電設備を設置することは困難ですが、御茶ノ水ソラシ

ティでは、建物壁面約2,430m2に約６,８００枚の太陽電池モジュールを設置すること

で、都内オフィスビル最大の容量150kWを実現しています。

3 既存杭の再利用 
御茶ノ水ソラシティでは建替え前の建物の杭を再利用しています。約１７０本の既存杭

の再利用は、国内では最大規模となります。建て替え工事に伴う廃棄物の発生を削減

するとともに、新築杭を施工する場合に比べて、杭工事におけるＣＯ２排出量を大幅に

削減できました。

1 地下鉄湧出水の活用
地下鉄駅施設内に湧き出る水をポンプアップし、建物側で受け入れて利用する仕組み

を、都内オフィスビルで初めて導入しました。ろ過後の水を空調熱源に利用（未利用

エネルギーの活用）。さらに、植栽への灌水やトイレの洗浄水として再利用（未利用資

源の活用）しています。
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予期せぬ災害にも負けない建物づくりを通じて、人々の安全を守り、

社会の機能の維持・回復を支えていくことは、建設業における重要な使命です。

大成建設は、「レジリエンス」という考え方に基づき、様々なリスクに対応し、

いち早く回復する強い社会づくりに貢献していきたいと考えています。

「レジリエンス」の高い社会を目指して

特集3 

写真左から時計回り：仙台トラストタワー、木の屋石の巻水産美里町新工場、MASKAR（女川町津波対策型冷凍冷蔵施設）
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安全・安心な社会づくりの重要性が改めて問われる中で、「レジリエンス」という考え方が注目されています。レジリエンスとは、

災害によるダメージからいち早く通常レベルに戻る力のことです。

大成建設は一歩踏み込んで、レジリエンスを「回復力」に加えて「予防力」が必要であると捉えています。可能な限り被害を抑

えるための事前の備えを固めるとともに、万が一低下・停止してしまった際にも機能を最短時間で通常レベルに復旧させることが重要

と考えています。

災害発生時において、建物や設備といった機能を継続させるためには、お客様の経営ビジョンに即したファシリティ戦略を策定し、

具体的な「計画（Plan）」にしっかりと反映させＦＭ活動※として実践（ＰＤＣＡ）することが重要です。

下図のように、お客様の経営活動とＦＭ活動の両サイクルをしっかりと回し、双方のリスク・コミュニケーションを深めるお手伝いを

するとともに、「計画（Plan）」段階においては、様々なリスク対策技術を開発・提供することで、お客様のレジリエンスを高めます。

※ファシリティマネジメント：施設の運用管理

リスク対策のトータルパートナーとして

1  事業継続の視点から考
える地震対策のための総
合情報サイト 耐震ネット　
2  地震対策公開セミナー
の様子　3  3.11の教訓を
社会と共有するための震災
展を開催

1 22 3

リスクの共通認識で、
社会のレジリエンスを高める

経営者と施設利用者、
双方の「思い」を最適化する

地震リスクは日本が抱える大きな自

然災害リスクで避けようの無いもので

す。それに対峙し、レジリエンスを高

めていくためには、社会全体で共通す

るリスクを認識する必要があります。

私どもは、こうした観点からリスクを

共有する場として、地震対策に関する

情報プラットホームを運営し、Ｗｅｂサイ

ト「耐震ネット※」や年間を通じた公開

セミナーを随時開催しています。

ファシリティを末永くご活用いただく

には、事業環境によって変化するファシ

リティ戦略や方針と、 施設利用者の

ニーズを踏まえたFMの要求条件の最適

化が必要です。これを実現するために、

リスクマネジメントのみならず、BCM※

の領域まで踏み込んで、経営の視点か

らの「思い」と、施設利用者の「思い」

を最適化するお手伝いをしています。
営業推進本部
ライフサイクルケア
推進部 部長
小野 眞司

営業推進本部
ライフサイクルケア
推進部 課長
関山 雄介

お客様の「経営ビジョン」 大成建設レジリエンスを高める、
お客様と大成建設の
共創プロセス

Plan
リスクコミュニケーション

Check
評価・検証

改善

F・Review
ファシリティレビュー

DoAct
施策の実施

F・Policy
ファシリティ方針

F・Strategy
ファシリティ戦略

経営活動
サイクル

FM活動
サイクル

※事業継続マネジメント

●	お客様の２つの活動サイクル
（経営活動・ＦＭ活動）を回す
お手伝いをします。

●	お客様の２つの活動サイクルを
重ねることで、リスクコミュニ
ケーションを活性化させ、お客
様の「思い」を最適化します。

※http://www.taisin-net.com
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「T-RESPO構法」／新宿センタービル

津波対策建物断面

津波シェルターとして
機能するコア（便所・階段）

波圧に耐える
コンクリート耐力壁

設備スペース
避難スペース

カーテンウォールと
柱の損傷を許容

漂流物を止める

洗堀に耐える
マットスラブ

特集3　 

津波リスクを受け流す「T-Buffer」

長周期地震動から守る「T-RESPO構法」

リスク対策の優先順位を考える「地震リスクマネジメント」

地震リスク評価

地震ロス関数

地震ハザード
イベントツリー解析

対象建物の情報
● 建物の構造特性
● 建物の設備システム
● 価値情報　etc.

対象地域の
地震危険度情報

● 地域周辺の地震環境
● 表層地盤の構成

地震リスク評価  概念図

大成建設は、災害を予防し、ダメージを低減することで、いち早く回復する「レジリエンス」の高い社会づくりに

貢献するため、多数の実績と研究に基づいた、多様なソリューションをご用意しています。お客様の個別の事業戦略

にマッチし、災害リスクへの対応における、実効性を高める技術やノウハウをご紹介します。

津波のシミュレーション技術を踏まえて、津波対策建物「T-Buffer」

を開発しています。建物外周部の構造柱が緩衝帯（Buffer Zone）

となり、津波の波圧や漂流物の衝突力を吸収することで、コア部構造

体の致命的な損傷を防ぐとともに、コア部の壁開口部に防水戸などを

使い、津波シェルターとしての機能をもたせることも可能です。2012

年11月には、この考え方の一部を実現したレベル１津波（100年に1

回程度の発生回数を想定したレベルの津波）に耐える津波対策型冷凍

冷蔵施設（MASKAR p17参照）を宮城県女川町に建設しました。

東海・東南海・南海地震などの大規模地震では、長周期地震動が発生すると言われていま

す。一部の超高層建物は、長周期地震動と共振する可能性があり、大きな揺れが長時間続くこ

とで、設備、機器の損傷が懸念されています。大成建設は、長周期・長時間地震動対策として

「T-RESPO構法」を開発。変位依存型オイルダンパーなどを駆使して、柱や梁を補強すること

なく、地震時の揺れを低減します。2009年には新宿センタービルに導入し、2011年の東日本

大震災でも、制震効果が実証されました。

地震対策は、戦略的に優先順位をつけて策定する必要があります。

大成建設では、SRM（Seismic Risk Management）手法を活用し、

建物の地震リスクを定量的に評価しています。対象となる建物を調査

し、建物自体や設備機器の被害を想定して、予測損失額を地震リスク

として算出。パソコン上で簡易計算できるプログラムを開発しました。

これにより、施設のどこを重点的に補強すればよいか、どのような補

強方法を選定すればよいかといった判断材料をご提供し、投資対効果

の高い震災対策につなげていきます。
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システム概要 現地地震計による装置停止判断の
メカニズム

ラック制震システム

ラック制震ユニット

緊急対応を支援する「T-RESQ F」

サプライチェーンの復旧を早める「ラック制震」

物流改革とレジリエンスの高い施設づくり
大成建設では施設計画をする際に、事業継続の観点からも、建築・設備のみならず生産設備を含めた施設全体

に目配りした適切な対策を提案してきました。現在は大学と連携し更なる施設診断手法の強化を図っているところ

です。

また、サプライチェーンにおける製品や資材の安定供給にも目を向け、これまでの物流施設建設や物流コンサ

ルティングの豊富な実績に裏づけられた力を活かし、生産性・経済性はもとより、地震等の災害後の事業回復力

の高い、適切な物流の仕組みを考案しています。さらには物流運営までを担う３ＰＬ※事業にも進出し「共同物流」

による輸配送の大幅な効率化、コスト削減を実現しています。

物流は、経営の重要な戦略課題です。事業継続物流領域の差別化は、企業の競争優位性を獲得し、経営に新

たな側面をもたらします。私たちは様々な物流改革を提案し、レジリエンスの高い施設づくりを構築していきます。

※サード・パーティ・ロジスティクス：荷主企業のロジスティクス機能を一括して担うアウトソーシングサービス

エンジニアリング本部
副本部長
倉林 宏行

気象庁の緊急地震速報と組み合わせて、地震の揺れが始まる直前

に、生産施設内の設備を緊急停止する技術が「T-RESQ F」（大成

リアルタイム地震防災システム）です。工場などの現地敷地内に地震

計を設置し、蓄積してきた地震動や建物構造の解析技術をもとに、敷

地の地盤や建物の特徴を考慮したカスタマイズを実施。揺れの大きさ

を高精度で予測することにより、自動的に設備を停止し、緊急時の迅

速な即時対応を可能にします。緊急地震速報が間に合わない直下型

地震への対応を強化します。

東日本大震災では、物流の拠点となる自動倉庫が被害を受けまし

た。ラック自体の構造的な被害は少なかったにもかかわらず、荷物の

落下により搬送用部品が破損するケースが多発したのが特徴です。自

動倉庫の長期停止により製品のサプライチェーンにも影響がありまし

た。それらを解決するために2012年12月、荷物の落下を抑える自

動倉庫向けのラック制震ユニットを開発しました。震度6弱程度の地震

にも効果を発揮。低コスト・短工期で、既設の自動倉庫にも簡易に設

置でき、震災直後でも稼働を止めずに事業を継続することが可能にな

ります。
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研究・開発への取り組み

社会的課題の解決に向けた技術を
開発・提供し、革新的な技術開発を目指します。

閉鎖型超高層建物解体工法「テコレップシステム」

液状化対策工法

コンクリートがれき有効利用

自動倉庫ラック制震システム

無人化施工システム

300N/mm2級超高強度コンクリート
「大成スーパーコンクリート」

閉鎖された解体空間の中で、超高層ビルを巻き戻し再生
するように分解することで、環境に配慮しながら効率的に
超高層建物を解体するシ
ステムです。東京都の「グ
ランドプリンスホテル赤坂

（２０１１年閉館）」など、す
でに都内の100メートルを
超える超高層建物２件の解
体工事に適用しています。

住宅地などの既存建物下に
も適用できる液状化対策工法
として、開閉式の撹拌翼を地
中に差し込み、セメントミルク
と土砂を撹拌しながら改良体
を構築する地中拡翼型地盤改
良工法と、地下水位を低下さ
せる地下水位低下工法を開発
しました。東日本大震災で液
状化被害が出た浦安市で実証
実験を行いました。

震災で発生したコンクリートがれきを短期間で大量に処分
するため、骨材のばらつきや木くずなどの混入を許容しつ
つ、構造物に求められる強度や品質を確保できるセメント硬
化体の製造、適用方法を開発しました。被災地の復興用途
に有効利用します。国土交通省の「建設技術研究開発助
成制度」 の公募に
採択されています。

自動倉庫ラックに適用した制震システムの性能を実証し、
地震時の荷物の落下抑止効果を確認しました。この制震シ
ステムにより、震度
6弱程度の地震でも
自動倉庫ラックを制
震することができ、
稼働を停止せずに
荷物の出し入れが
可能となります。

近年、危険区域などにおいては、無人化施工技術の導入
が求められています。大成建設は、新エネルギー・産業技
術総合開発機構（ＮＥＤＯ）
からの委託事業として、遠
隔操作によるロボットを利用
した吹付けアスベスト無人
化除去・回収システムを開
発しました。この開発成果
により、 過酷な環境下で
も、迅速かつ安全な無人化
作業が可能になりました。

コンクリートの超高強度化により、建物を支える柱の本数
を減らし、細くでき、広くて使いやすい快適な居住空間を
実現することができます。世界最高強度の大成スーパーコ
ンクリートを用いた極細柱の耐震実験を技術センターで実
施。「御茶ノ水ソラ
シティ」 広 場にも
300N/mm2級の超
高強度コンクリート
を採用し、 開放的
な空間をつくりだし
ています。

構工法

材 料

防 災

防 災

構工法

構工法
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社会的課題の解決に向けた技術を
開発・提供し、革新的な技術開発を目指します。 大成建設は、研究開発体制と性能強化のさらな

る充実を図るため、2012年７月より5年をかけて

順次、施設の拡充がスタートしています。

東日本大震災以降、建設市場では防災やエネル

ギー分野への関心が急速に高まっており、より高

機能・高付加価値な新技術が求められています。

今回の施設拡充は、こうしたニーズに応える新

技術の創出に向けて、新たな技術開発のための施

設を新設・整備するものです。今後、技術センター

の新機能をフルに活かし、災害に強い国土づくり

や地球環境負荷の低減などに貢献する、革新的な

技術の開発を推進していきます。

革新的な技術開発を目指し、
技術センター施設拡充５カ年計画がスタート

電磁シールドで保護された多目的実
験施設。人の立ち入りが不可能な
環境下での建設ロボットによる遠隔
無人化施工、また将来の情報化施
工に対応した技術開発を行い、災
害対策や危険区域での建設の機械
化、省力化、効率化に貢献します。

建設ICT実験棟ZEB実証棟

クリーンテクノロジー実験施設 津波造波装置

建設ICT実験棟 内観イメージ

都市型オフィスのZEB化に有効な自社開
発の省エネルギー技術、再生可能エネル
ギー利用およびエネルギー制御技術を導
入。これらの先進技術を実証することに
より、働きやすい環境を創造し、顧客の
ニーズに対応できるスマートオフィス、ス
マートコミュニティの実現を目指します。

ZEB実証棟

クリーン空間の気流、空気清浄度、温湿度を自由に設
定できる「T-Flexible Cleanroom」システムを導入。
ローコストと省エ
ネルギーを実現
し、 顧客の様々
なニーズに対応で
きる新クリーンテ
クノロジー技術を
開発します。

　地域全体のエネルギー最適利用や災害時のエネルギー融通を実現する「ス

マートシティ」を目指したYSCP事業に参加。地域のエネルギーマネジメントシ

ステムと連携し、当社技術センター内で、エネルギーの効率利用と快適性の両

立を図る建物エネルギー管理の実証を進めています（㈱東芝と共同実施）。

大規模津波の再現や、津波の挙動・影響を高い精度で把
握可能。今後は、当社保有の津波シミュレーション技術の
併 用により、 海 岸 
堤防等の防災施設
の設計、 臨海部の
産業施設等を対象 
と し たBCP提 案、
構造物の安全性評
価等に活用していき
ます。クリーンテクノロジー実験施設 内観イメージ 津波造波装置

トピックス1

横浜スマートシティプロジェクト
（YSCP）※へ参画

トピックス2

※経済産業省「次世代エネルギー・社会システム実証地域」に選定されている、横浜市が民間企業と共同で取り組んでいる事業
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3次元マシンコントロール・
システム（VRS-RTK-
GNSS 3DMC）概要

グループ会社の取り組み

確かな品質に基づく新しい価値を提供し、
社会の様々なニーズにお応えしていきます。

大成ロテック（株）
大成ロテックは、舗装・土木工事、合材の製造・リサイクルを主な事業とし

ています。同社は、国土交通省が標準化を推進する「情報化施工」にいち早く
取り組み、道路舗装工事における3次元マシンコントロール・システムを開発
しました。レーザー技術を組み入れ、ミリ単位の精度で高さを補正しながら施
工できる自動制御システムを導入し、現場担当者の負担軽減を図っています。

ICTを活用して高効率・高精度な施工を実現することで、道路舗装の品質
を確保するとともに、工事期間の短縮、CO2排出削減にもつながっています。

ICTの活用によりインフラ整備の品質を向上

※	PC工法：建物の床や壁を自社工場で製造し、建設現場に搬入して組み立てる工業化工法

耐震性に優れ高品質なマンションを提供
大成ユーレック（株）

大成ユーレックは、壁式PC（プレキャスト鉄筋コンクリート）工法※のパイオ
ニアとして、50年間にわたる実績を持つマンションメーカーです。同社の自
社工場（ISO9001取得）で、高強度コンクリートで製造するPC板は、精度が
高く品質が安定しています。さらに堅牢な壁と床による箱型の構造が地震な
どの外力をバランスよく分散させるため、高い耐震性を発揮します。

東日本大震災で、同社が施工したPC造建物の実害が無かったことから、
その効果が高く評価され、福島県における災害公営住宅竣工第１号の建設を
行いました。

壁式PC（プレキャスト鉄筋コンクリート）の工場生産の様子

大成有楽不動産は、個人向けの住宅事業と法人向けの不動産・施設管理
事業を中心に幅広い活動を展開しています。不動産の開発から管理まで、土
地・建物に関する各種サービスを、ワンストップで提供しています。
「オーベル大船マークスコート」の建替え工事では、住民の合意形成から転

出希望者のための新規物件探しの手配まで、グループ会社とも連携して個別
の課題をきめ細かくサポート。等価交換方式による建替えを実現しました。老
朽化対策にとどまらないマンション再生を通じて、時代に応じた価値を創出
し、人々の快適な暮らしの実現に貢献しています。

老朽化マンションに新たな価値を創出
大成有楽不動産（株）

「オ ー ベ ル 大 船
マークスコート」建
替え前（写真右）と
建替え後（写真上）
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災害に強く快適な戸建住宅を提供
大成建設ハウジング（株）

大成建設ハウジングは、大成建設の高層ビル建築技術を戸建に応用し壁
式鉄筋コンクリート住宅ブランド「パルコン」を開発しました。1969年以来、
災害に強い戸建て住宅ブランドとして「パルコン」を販売しています。現在
数々の災害を通じて“災害に強い建物”であることが実証されている「パル
コン」をさらに進化させた、「パルコン マックス」の販売を開始し、強固な
構造体と快適な居室空間の両立を実現しました。

永きにわたり安心・安全で快適に暮らせる戸建て住宅の普及促進により、
災害に強い社会づくりに貢献しています。

戸建注文住宅：パルコン マックス

建物の省エネルギー技術概要図

※コルエアダクト：大成建設とレンゴー㈱、㈱栗本鐵工所３社の共同開発商品。

大成設備（株）
大成設備は、空調設備、給排水衛生設備、電気設備工事の3分野を網

羅する総合設備工事会社です。
同社は、再生紙とアルミニウム箔を材料として作られた段ボール製の空調

および換気用ダクト「コルエアダクト※」の普及活動、建物の用途および必
要な機能に即したエネルギー診断をはじめ、個別空調、ポンプインバータ制
御、太陽光発電など、省エネルギー・省資源を実現する最適なシステムも
提案・提供しています。

長年にわたって蓄積した設備工事のノウハウで快適な生活環境を創造して
います。

人と地球に優しい快適環境を提供

「Post-Head-bar」工法適用箇所

堰・水門

橋台

鉄道トンネル

道路トンネル 下水処理施設・浄水場施設

ー®®ポストヘッドバー  の適用箇所ポストヘッドバー  の適用箇所

※	PHb工法：後施工プレート定着型せん断補強鉄筋Post-Head-bar（ポストヘッドバー）を、
構造物の内側から埋め込む工法。大成建設が開発し成和リニューアルワークスが施工を実施。

耐震補強の技術でインフラの再整備
成和リニューアルワークス（株）

成和リニューアルワークスは、基礎・機械・環境・リニューアル事業を主
体としたインフラに係る総合エンジニアリング会社です。

同社は、インフラの老朽化が社会問題となる中、トンネルや、下水処理・
浄化施設などの地中既設コンクリート構造物をはじめ、堰・水門、橋台など
の地上構造物にも幅広く適用できる「PHb工法※」を使ったリニューアル耐
震補強工事などを実施しています。インフラの再整備に取り組むことにより、
安心・安全な社会基盤づくりに貢献しています。

補強前 補強後

面外せん断ひび割
発生→破壊

せん断破壊に
対して
「Post-Head-bar」
が抵抗
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2銀座アーク灯　東京銀座通りに日本で初めての電灯となる
アーク灯を商店街に点火

実績紹介

2013年、大成建設は、創業140年を迎えます。

大成建設グループの歩み
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立

創
業
1
4
0
年

1873 1882 1923

1創業者・大倉喜八郎　明治・大正期
に、次々と企業を立ち上げ、日本の近代
化に貢献した実業家

5帝国ホテル新館　日本初の本格的な洋式ホテル。設計者は世界的建
築家フランク・ロイド・ライト

1890

4琵琶湖疏水閘門トンネル　琵琶湖の
水を水道や発電などに利用することを
目的に建設された近代開発事業

大成建設グループの中核である大成建設は、明治６（1873）年、創業者、大倉喜八郎が今日の総合商社にあたる、大倉組商会
を設立したことに始まります。以来、当社の歴史は、安全で快適な生活環境の整備を通じて社会の発展に貢献したいという信
念に貫かれてきました。そして、これからも豊かな未来を築くために、真摯な姿勢で事業活動に取り組んで参ります。

3鹿鳴館　明治の外交・社交の場として一世を風靡
した西洋館。美しい外観を誇った

1927

6東京地下鉄道銀座線　上野・浅草間
を結ぶ日本初の地下鉄工事
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次
頁
で
は
、近
年
の
主
な
完
成
工
事
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

8富士山測候所　日本の気象観測の砦として厳しい
気象条件を乗り越えて建設された標高日本一の施設

2013年、大成建設は、創業140年を迎えます。
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1958 1965 1988 2001 2009 2012

10札幌ドーム　2002年のワールドカップ開催に合
わせて建設された。ホヴァリングステージの採用で、
屋内でのサッカーと野球の試合を可能にした施設

12 JPタワー　東京都 駅前広場に面する部分を中
心に旧東京駅中央郵便局の一部を保存した免震構
造建物。歴史的景観の継承を実現

11ジプチ・ケンピンスキーホテル　実質9ヶ月で竣工し
た奇跡のプロジェクト。5つ星クラスの高級ホテル

7国立競技場　第3回アジア競技大会のために建設
された日本で初めての本格的陸上競技場。１９６３年の
改修後、東京オリンピックのメインスタジアムとなる

9青函トンネル　20年あまりの歳月をか
けて完成したアジア最長の海底トンネル
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土木
人々の暮らしや産業を支える社会インフラを構築します。
トンネル、橋、ダムなど、大成建設の完成した工事の一部をご紹介します。

全長9.4㎞のうち約8㎞がトンネルとなる首都高速中央環状

品川線。長大トンネルを短い工期で完成させるために、１台の

シールドマシンで掘削する世界でも例のない工事が行われま

した。品川線の完成によって中央環状線が全線開通し、首都

高 速の渋 滞 解 消に大きく貢 献 するものと期 待されてい 

ます。

都市の渋滞解消に貢献、首都高速道路トンネル

首都高速中央環状品川線
発 注 者：東京都、首都高速道路（株）
設 計：東京都
竣工予定：2014年３月
所 在 地：東京都品川区八潮〜目黒区青葉台
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大成建設開発の「ＤＵＡＬ（デュアル）ＰＣ防液堤」が採用され

た地上式ＬＮＧタンクです。タンク容量１８万klは国内最大級

であり、2013年に2基の「ＤＵＡＬＰＣ防液堤」によるＬＮＧタ

ンクが完成しました。

北陸新幹線（長野・金沢間）は、2014年度末の完成に向けて工

事が大詰めを迎えています。大成建設は、神通川を跨ぐ橋長

428ｍの4径間連続PCエクストラドーズド橋※を施工。真横を

在来線が走る厳しい施工条件の中、無事工事を完成させました。

地下 180ｍの岩盤に巨大なトンネルを構築し、地下水圧に

よってLP（石油）ガスを封じ込める世界最大級の水封式地下

岩盤貯槽基地です。エネルギー基本計画により、国が目指す

150万ｔの国家備蓄のうち45万tがこの基地に備蓄されます。

北陸新幹線開業に向けて難工事に挑み完成

日本のエネルギー政策の一翼を担う

ダム建設の環境負荷を減らす新工法を採用

新工法によるLNGタンクの完成

北陸新幹線 神通川橋りょう
発 注 者：（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構
設 計：（株）トーニチコンサルタント
竣 工：2012年10月
所 在 地：富山県富山市

波方国家石油ガス備蓄基地
発 注 者：（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構
設 計：電源開発（株）・三菱マテリアル（株）・日鉱探開（株）共同企業体
竣 工：2013年3月
所 在 地：愛媛県今治市波方町

川越火力発電所LNG設備
発 注 者：中部電力㈱
設 計：大成建設
竣 工：2013年3月
所 在 地：三重県三重郡川越町

億首ダム
発 注 者：内閣府沖縄総合事務局開発建設部
設計／関連コンサルタント：発注者／日本工営（株）、（株）クレアリア、
		  （株）沖縄建設弘済会
竣 工：2013年3月
所 在 地：沖縄県国頭郡金武町

沖縄県東部を流れる億首川の洪水調節、水道水・灌漑用水の

供給を目的として建設された多目的ダムです。「CSG工法※」 

を日本で初めて採用し、現地で容易に得られる材料を有効に利

用することで、コスト削減や環境負荷の低減を実現しました。

※ 斜張橋と桁橋の間を補う新しい構造形式
※ 現地発生材（砂礫等）にセメントを添加・混合した材料を敷き均し転圧すること

により構築する工法
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建築
お客様のニーズに的確に応えるデザイン力と、高度な技術力が、文化や産業が生まれる新たな舞台を
提供しています。空港、オフィスビル、病院、学校、アミューズメント施設から工場に至るまで、
大成建設が手掛けた完成工事物件の一部をご紹介いたします。

カタール国の経済発展に伴う旅客数増加への対応と、欧州とア

ジアを結ぶハブ空港としての地位確立を目指して計画された新

空港です。延床面積49万m2の巨大ターミナル建設は、当社

創業以来最大規模となるもの。これまで数多くの空港建設で

培ったノウハウを結集してプロジェクトを成功に導きました。

急成長するカタールに、 
世界最高水準のハブ空港が誕生

新ドーハ国際空港
発 注 者：新ドーハ国際空港運営委員会
設 計：HOK(hellmuth,obata,kassabaum)
竣 工：2013年3月
所 在 地：カタール国ドーハ市
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・第11回「屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール」　受賞

・2011年度グッドデザイン・中小企業庁長官賞
・第25回日経オフィス賞� 受賞

ガーデンシティ品川御殿山
発 注 者：積水ハウス（株）
設 計：（株）日建設計、大成建設
竣 工：2012年2月
所 在 地：東京都品川区北品川

Snow Peak HEADQUARTERS　スノーピーク本社ビル
発 注 者：（株）スノーピーク
設 計：大成建設
竣 工：2011年4月
所 在 地：新潟県三条市中野原

住友不動産田町ファーストビル
発 注 者：住友不動産（株）
設 計：（株）日建設計
竣 工：2012年4月
所 在 地：東京都港区芝浦

水と緑に囲まれた田町エリアにハイグレードビルが誕生しまし

た。鉄骨の精度管理に注力し、高精度・高品質な建物で、450

坪超の大型整形無柱空間で広々として自由度の高い居室空間

を実現しています。建物側面のカーテンウォールには、周りの

風景が歪みなく美しく映り込んでいます。

高精度・高品質なハイグレードビルが誕生

キャンプ用品などのアウトドア事業を展開する企業の本社ビル

を建設しました。キャンプ場として利用される広大な敷地の中

央に、緩やかな傾斜状の地形に従って、オフィス、ファクト

リー、ストアを階段状に配置。施設全体が長さ150mのコン

クリート大屋根でつながれ、雄大な景観をそこなわないよう建

物の高さを低く抑えています。

広大な自然の中に、工場・本社機能・直営店を集約

徳川家の御殿や大名屋敷が多く点在し、現在も閑静な住宅街

として知られる御殿山において、旧ソニー本社ビルの跡地、約

28,956m2の広大な敷地の再開発のお手伝いをしました。国

内最大級となる基準階面積のオフィスビル、集合住宅、公園を

整備。緑豊かな周辺環境との連続性を意識して建物を中低層

とし、ヒューマンスケールに見合った街づくりを行いました。

緑の景観を創出し、品格ある街並みを再生
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1923年に建てられた旧石川県庁舎を保存・改修して、石川

県の文化交流施設として再生しました。旧庁舎は石川県で初

めて鉄筋コンクリートを採用した本格的な近代建築です。改修

に当たっては、全館免震構造を採用し、歴史的佇まいを残しな

がらガラスカーテンウォールによる現代的空間を付加しました。

東日本大震災の被害を受け、工期を約3カ月延伸して新しいホ

テル棟が竣工しました。大成建設は、被災した既存施設の復旧

工事も担い、2012年2月に営業を再開。地域との絆を深め、

賑わいを取り戻す原動力となりました。

東京スカイツリーの一街区隣に、大型商業施設が誕生しました。

施設内の水族館は、大成建設が誇る最先端の水処理技術を採

用。将来の原状復旧やリニューアルにも配慮して、スケルトン＆

インフィル型の施設となっています。

JR東海道線辻堂駅前再開発の中核となる、湘南地域最大級

のショッピングセンターです。湘南の景観との連続性を意識し

て、開放感あふれるテラスを段丘状に構成しました。回遊性

を高め、新たなコミュニケーションが生まれる活気あふれる空

間を創出しています。

人工海水製造システムで、都心の水族館をサポート

湘南のライフタイルにふさわしい商業空間を創出

福島復興の新たなシンボルが完成

石川県の歴史を継承した文化交流拠点

東京スカイツリータウンウエストヤード、すみだ水族館
発 注 者：東京スカイツリータウンウエストヤード：東武鉄道（株）、

すみだ水族館：オリックス不動産（株）
設 計：（株）日建設計、大成建設
竣 工：2012年2月
所 在 地：東京都墨田区押上

スパリゾートハワイアンズ モノリスタワー
発 注 者：常磐興産（株）
設 計：大成建設
竣 工：2011年11月
所 在 地：福島県いわき市常磐藤原町

テラスモール湘南
発 注 者：特定目的会社湘南辻堂インベストメント
設 計：大成建設
竣 工：2011年11月
所 在 地：神奈川県藤沢市辻堂神台

石川県政記念 しいのき迎賓館
発 注 者：石川県
設 計：（株）山下設計（改修）
竣 工：2010年3月
所 在 地：石川県金沢市広坂

・第21回BELCA賞ベストリフォーム賞　受賞・第12回ふじさわ景観賞　受賞
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街づくりの拠点として計画された大学キャンパスです。地域と

の連携・協働に利用できる機能を抽出し、イベントホールやフー

ドコート、メディアラウンジなど、地域の住民に解放できる施設

を低層部に集約化。さらにアーチによるヒューマンスケールで

親しみを感じさせるキャンパス空間を創出しました。

九州新幹線新鳥栖駅前に、全国で４番目、九州では初めてとな

る重粒子線がん治療施設を建設しました。産官学共同のプロジ

ェクトとして進められ、民間主体としては、日本で初めての重粒

子線がん治療施設です。重粒子線がん治療施設建設における

実績No.1のノウハウを投入してプロジェクトを完成させました。

高度な技術で放射線治療施設づくりを支援 地域交流の核となるキャンパスを提案

九州国際重粒子線がん治療センター（サガハイマット）
発 注 者：九州重粒子線施設管理（株）、公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団
設 計：（株）日建設計
竣 工：2012年10月
所 在 地：佐賀県鳥栖市原古賀町

武蔵野大学有明キャンパス
発 注 者：（学）武蔵野大学
基 本 設 計：（株）日建設計
実施設計・工事監理：大成建設
竣 工：2012年1月
所 在 地：東京都江東区有明

最新のレギュレーションに対応した、固形製剤および注射製

剤の治験薬製造施設です。大成建設が国内最多の実績を誇

る医薬品エンジニアリング技術を活かして完成させました。

最先端の医薬品製造施設の完成

武田薬品工業（株）治験薬製造施設
発 注 者：武田薬品工業（株）
設 計：大成建設
竣 工：2011年11月
所 在 地：大阪府大阪市淀川区

日光の森林地帯に位置する洋菓子メーカーの拠点工場です。

周辺の自然環境を最大限に取り込む設計とし、社名の由来で

あるスウェーデン北部の美しい風景を感じさせる、優しいラン

ドスケープを創出しました。

豊かな森と共生する生産施設を追求

ヨックモッククレア日光工場
発 注 者：（株）ヨックモッククレア
設 計：大成建設
竣 工：2011年5月
所 在 地：栃木県日光市土沢字東原

・第23回栃木県マロニエ建築・景観賞
・第10回環境・設備デザイン賞 環境デザイン部門	 受賞
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開発
事業の企画立案から、設計、施工、管理・運営にいたるまで、多様な事業スキームにわたり、
独自のノウハウを駆使した収益性のある計画をご提案しています。
街に賑わいをもたらす再開発事業やPFI事業など、最新の開発事業の一部をご紹介します。

JR 御茶ノ水駅前で開発を進めてきたオフィス、教

育関連施設などからなる大型複合ビルです。JR駅

前、地下鉄駅直結の立地を活かし街の玄関口となる

広場を整備。都市再生特別地区の制度を適用し新

たなビジネスの拠点とゆとりと活気のある都市空間

を一体的に創出しました。大成建設他 3社※が出資

する特別目的会社が事業主となり、当社が開発、設

計、施工を担当し、管理運営にも参画しています。

歴史と文化の街に新たなビジネス拠点を

御茶ノ水ソラシティ
発 注 者：駿河台開発特定目的会社
設 計：大成建設
竣 工：2013年３月
所 在 地：東京都千代田区

※ヒューリック（株）、安田不動産（株）、大成有楽不動産（株）
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相模原市の中心市街地を整備する商業振興ビジョンの一環と

して相模大野駅北口で進められてきた再開発により、大型複

合施設が誕生しました。 大成建設は1999年より事業協力

者として地権者とともに事業を推進。2007年から特定業務

代行者として、事務局支援業務、工事施工等を行いました。

bono（ボーノ）相模大野
発注者	：�	相模大野駅西側地区市街地再開発組合
設　計	：（株）アール・アイ・エー
竣　工	：2013年2月
所在地	：神奈川県相模原市南区

賑わいと地域交流の拠点を創出

静岡市が実施したPFI方式により整備された多目的ホールで

す。大成建設が出資する特別目的会社が施設の設計・施工

ばかりでなく、指定管理者となって施設の維持管理・運営業

務を行います。文化施設の運営に民間事業者の創意工夫が

活かされる全国的にも珍しい施設として大きな注目を集めて

います。

静岡市清水文化会館 マリナート
発注者	：清水文化事業サポート（株）
設　計	：槇総合計画事務所・大成建設共同企業体
竣　工	：2012年4月
所在地	：静岡県静岡市清水区

民間のノウハウを活かして文化施設を整備・運営

国土交通省の長期優良住宅先導的モデル事業に採択された

分譲マンションです。長く住み継がれる質の高い居住空間を

目指して、耐震性・耐久性を高め、居室空間の可変性と設備

の更新性を向上させるさまざまな技術を導入。大成建設およ

び大成有楽不動産（株）が事業主となり、建物の設計・施工か

ら販売・運営管理まで総合的に監修しました。

横浜白楽レジデンス
発注者	：大成建設、大成有楽不動産（株）
設　計	：大成建設
竣　工	：2012年9月
所在地	：神奈川県横浜市神奈川区

「ひとつ上の安心」という価値を提供
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